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蹴ミニネ小ワ鵜ク
（近隣で見守り・支え合う取り組み）
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社会福祉協議会
「ふくだNet」
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福永センター長

福
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
小
倉
　
昇

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
　
人
と
人
と
の
絆
と
和
が
重

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
　
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

素
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
　
ま
し
た
。
高
齢
者
や
陸
が

対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
　
い
者
を
は
じ
め
、
見
守
り

「
見
一
芸
支
一
書
一
つ
地
域
づ
＜
里
を
推
進

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
て
、
昨
年
は
自
然
災

害
が
多
発
し
今
更
な
が
ら

が
必
要
な
方
が
、
そ
の
能

力
に
応
じ
て
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
出

来
る
よ
う
「
見
守
り
支
え

曾

簡

∞

合
う
地
域
づ
く
り
」
　
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
方

の
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
共
に
、

健
康
で
幸
せ
な
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
致

し
ま
す
。

園
閣
諸
国
因
習
垣
□
箆
童
話

諜
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
　
福
永
栄
市
郎

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
地
域
の
高
齢
者
の

総
合
相
談
窓
口
で
す
。
相

談
受
付
機
関
と
し
て
感
じ

て
い
る
方
が
多
く
お
ら
れ

る
こ
と
で
す
。

一
方
で
各
種
団
体
や
地

域
の
方
は
、
温
か
い
気
持

高
馨
と
地
域
を
慧
き
し
妄
援

空
し
と
は
、
高
齢
者
が
孤

独
や
不
安
を
感
じ
な
が
指

も
、
地
域
や
家
族
に
迷
惑

を
か
け
た
く
な
い
と
考
え

ち
で
高
齢
者
を
支
え
た
い

と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消

す
る
手
段
の
一
つ
が
　
『
見

照
、
品
目

へ

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
詐

す
。
日
頃
の
見
守
り
や
絆

が
、
地
域
の
安
心
・
安
全

に
最
重
要
だ
か
ら
で
す
。

地
域
包
括
支
援
七
㌢

ダ
ー
は
、
こ
の
活
動
の
要

と
な
っ
て
支
援
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
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連
携
は
力
！
広
が
る
安
心
の
輪

原
山
町
内
会

始
め
た
い
き
さ
つ

委
員
を
交
え
て
協
議
。

こ
の
ケ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
の
多
い
地
域
と
し

て
、
近
隣
で
見
守
ろ
う
と

決
め
た
。

長
ら
は
、
善
意
で
の
見
守

り
で
あ
る
こ
と
を
機
会
あ

る
度
に
語
り
、
次
第
に
協

力
者
を
広
げ
て
い
っ
た
。

今
、
進
め
て
い
る
こ
と

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
始
め
て
1
年
。

キ
ッ
カ
ケ
は
、
あ
る

高
齢
者
の
認
知
症
に
よ

る
彿
徹
だ
っ
た
。
自

宅
へ
の
道
を
誘
導
し
て

も
、
ま
た
繰
り
返
す
。

誰
も
が
　
「
近
隣
の
見

守
り
」
　
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
町
内
会
長
　
（
老

年
会
長
兼
任
）
、
民
生

難
し
か
っ
た
の
は

と
こ
ろ
が
「
周
囲
に
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と
、

親
族
か
ら
の
声
。
町
内
会
長

ら
は
粘
り
強
く
対
話
し
、
や

が
て
理
解
へ
。
ま
た
、
一
人

住
ま
い
の
高
齢
者
の
体
調

変
化
な
ど
も
民
生
委
員
の

協
力
で
「
気
づ
く
こ
と
が
多

か
っ
た
」
。
さ
ら
な
る
課
題
は
、
見
守

り
協
力
員
の
確
保
。
町
内
会

毎
月
の
　
「
見
守
り
報
告

書
」
非
は
、
励
ま
し
の
状

況
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
「
道
で
出
会
っ

て
元
気
な
姿
を
見
か
け

た
」
「
家
を
訪
問
し
て
語

り
合
っ
た
」
「
体
操
や
カ

ラ
オ
ケ
で
会
う
こ
と
が
で

き
た
」
　
な
ど
、
一
人
一
人

の
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
よ

う
だ
。
現
在
、
原
山
集
会

所
の
玄
関
に
　
『
手
す
り
』

が
設
置
さ
れ
て
い
て
「
こ

り
ゃ
あ
安
心
し
て
集
ま
れ

る
」
　
と
、
高
齢
者
の
集
う

人
数
が
増
加
中
。
こ
れ
も

見
守
り
を
通
し
て
得
た
意

見
に
よ
る
成
果
だ
。

町
内
会
長
か
ら

隣
近
所
の
横
の
連
携
が

大
事
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
、
い
ざ
！
　
と
い
う
時

に
も
一
番
の
力
。
み
ん
な

の
協
力
で
元
気
に
暮
ら
せ

る
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

（
町
内
会
長
　
岩
崎
忠
信
）

尊
い
、
見
守
り
協
力
者
の
善
意

日
日
匪
尾
登

観
音
原
自
治
会

始
め
た
い
き
さ
つ

こ
の
1
年
で
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
孤
独
死
が
続

い
た
こ
と
や
、
7
5
歳
以
上

が
1
8
0
人
を
越
す
と
い

う
超
高
齢
地
域
で
も
あ

り
、
何
ら
か
の
取
り
組
み

の
必
要
性
が
あ
っ
た
。
そ

ん
な
折
り
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
呼
び

か
け
に
応
じ
、
既
に
生
活

支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
た
福
寿
会
　
（
老
人
ク
ラ

ブ
）
　
代
表
、
民
生
委
員
・

自
治
会
長
が
加
わ
っ
て
第

1
回
の
会
合
を
開
き
、
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
始

きヽ
、
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め
た
。
昨
年
1
月
の
こ

と
で
あ
る
。

難
し
か
っ
た
の
は

資
料
や
登
録
申
込
書

は
封
書
で
各
戸
に
配
布

さ
れ
た
が
、
反
応
も

申
し
込
み
も
少
な
か
っ

た
。
そ
の
課
題
解
決
の

た
め
、
福
寿
会
・
民
生

委
員
・
自
治
会
役
員
が

手
分
け
し
て
説
明
し
て

回
り
、
現
在
4
9
人
の
登

録
者
数
に
。
な
に
よ
り
、

事
業
の
大
事
さ
を
説
明

で
き
る
人
を
増
や
す
こ
と
が

カ
ギ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
見

守
り
協
力
者
を
募
る
な
か
で

「
責
任
」
　
を
気
に
し
て
い
る

人
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
た
め
、
「
善
意
」
　
と

し
て
気
軽
に
で
き
る
こ
と
を

明
確
に
し
て
再
募
集
。
今
は

日
大
（
協
力
員
希
望
者
1
5
人
）

に
広
が
っ
て
い
る
。

今
、
進
め
て
い
る
こ
と

改
め
て
地
域
の
現
状
を

見
る
と
、
本
当
に
見
守
り

が
必
要
な
人
の
登
録
推
進

が
十
分
で
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、

今
後
は
該
当
す
る
人

へ
の
丁
寧
な
説
明
を

行
っ
て
い
く
こ
と
。

登
録
者
と
見
守
り
協

力
者
が
心
を
通
じ
、

実
際
に
機
能
す
る
よ

う
に
ペ
ア
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
。
協
力

者
が
精
神
的
な
負
担

を
感
じ
な
い
よ
う
、

尊
い
役
割
や
具
体
的

な
動
き
な
ど
を
語
り

合
い
、
理
解
を
深
め

る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど

を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

自
治
会
長
か
ら

ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば

か
り
で
す
が
、
福
寿
会
・

民
生
委
員
と
一
緒
に
問
題

点
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し

な
が
ら
、
住
む
人
み
ん
な

が
心
豊
か
に
、
安
心
し
て

住
め
る
地
域
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
（
自
治
会
長
　
岡
平
裕
次
）

町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競

技
が
第
2
9
回
「
町
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
　
と
し
て
、
昨
年

日
月
3
日
、
福
木
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

4
4
チ
ー
ム
の
老
若
男
女

2
6
4
人
が
参
加
し
た
。

罵
5
0
毒
　
「
区
長
と
語
る
会
」

安
心
の
ま
ち
へ

意
見
を
交
換

福
田
地
区
の
諸
課
題
を

協
議
す
る
　
「
区
長
と
語
る

会
」
　
が
昨
年
日
月
1
9
日
、

福
田
公
民
館
で
行
わ
れ
た

（写真）。こ
れ
に
は
束
区
の
篠
原

富
子
区
長
ら
が
出
席
。
小

倉
昇
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
、
山
本
幸
弘
連
合
町
内

会
会
長
、
町
内
会
・
自
治

会
長
ら
が
加
わ
っ
た
。
束

区
か
ら
事
業
説
明
と
要
望

へ
の
回
答
が
あ
り
、
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
へ
意
見
交

換
し
た
。
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
が
優
秀
作
品
に

第
6
8
回
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
　
（
法
務
省

中
央
推
進
委
員
会
主
催
）

で
、
福
木
中
学
校
1
年
の

村
上
耕
基
さ
ん
　
（
福
田
1

丁
目
）
　
の
作
文
が
優
秀
作

品
　
（
東
区
で
中
学
生
3
人

授
賞
）
　
に
選
ば
れ
た
。

題
名
は
　
「
一
つ
の
言
葉
・

一
つ
の
命
」
。
発
す
る
言
葉

が
人
を
傷
つ
け
る
場
合
が

あ
れ
ば
、
反
対
に
励
ま
し

の
言
葉
で
救
え
る
命
も
あ

る
こ
と
を
表
し
た
。
小
学

校
の
時
に
、
村
上
さ
ん
自

広
島
オ
ー
キ
ス
新
体
操
ク
ラ
ブ

ア
サ

植
物
の
麻

は
、
厳
し
い

環
境
　
で
も

真
っ
す
ぐ
に

伸
び
て
い
く
。

晴
麻
ち
ゃ

ん
の
名
前
に

は
「
元
気
に
明

る

く

、

す

く

す
く
と
育
っ

て
欲
し
い
！
」

と
、
母
親
・

り
か
さ
ん
の

思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

身
が
見
聞
き
し
た
体
験
に

基
づ
く
作
品
。
「
こ
れ
か

ら
も
優
し
い
言
葉
で
、
友

情
を
大
切
に
し
た
い
」
　
と

語
る
。
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
る
弁
護
士
が
将
来
の

夢だ。

福
木
幼
稚
園

福
田
4
丁
目

も
ん
な
か
∴
∴
∴
ゆ
∴
い

門
長
　
由
依
ち
ゃ
ん

一
打
畠

●

（
辛
へ
持

（い

ー笠や
・
高
級


